
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
労使での議論内容 
 

⑤営業統括センターに発足する業務グループと企画グループについて 

１．作業ダイヤに入り、駅業務や輸送業務を担うのが業務グループ。 

2．現在の地区指導センターの役割が主に企画グループになる。 

 

⑥地域共創ユニット・鉄道事業ユニット・企画総務ユニットについて 

１．営業統括センター社員はいずれかのユニットに所属する。 

２．２つ以上に所属することはないが、業務によっては各ユニットが柔軟に 

  業務の融合や連携は行う。 

3．土浦駅・水戸駅・勝田駅で今後間内改良工事を行い、企画グループが従 

事するエリアを設置する。 

 

⑦運輸区や車両センター、技術センター、支社との兼務について 

１．営業統括センターと運輸区の委員会活動との連携をイメージしている。 

２．営業統括センターに兼務の際は、丁寧に説明し、必要な教育を行った上 

で兼務発令を行う。 

3．他支社の状況を踏まえながら、水戸支社として兼務は判断したい。 

 

⑧いわき地区の（営業）統括センター化について 

１．（営業）統括センターの設置について現在検討中。 

決定次第、示していきたい。 

２．いわき地区を１つの職場にするのは現実的ではない。 

業務実態、規模、立地要件を考えて判断したい。 
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